
第29期中間報告書
2015年4月1日～2015年9月30日

事 業 年 度

剰 余 金 の 配 当 基 準 日

定 時 株 主 総 会

単 元 株 式 数

公 告 方 法

株 主 名 簿 管 理 人

郵 便 物 送 付 先

同 連 絡 先

毎年4月1日～翌年3月31日

3月31日

（中間配当を行う場合は9月30日）

毎年6月下旬

100株

電子公告（http://www.vitec.co.jp/）

ただし、やむを得ない事由が生じたときは、

日本経済新聞に公告いたします。

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒137-8081 東京都江東区東砂7-10-11

TEL.0120-232-711（通話料無料）

特別口座の口座管理機関
郵 便 物 送 付 先
同 連 絡 先

みずほ信託銀行株式会社
〒168-8507  東京都杉並区和泉2-8-4
TEL.0120-288-324（通話料無料）

各種お手続のお取り扱いについて

株式Information

社 名
本 社 所 在 地
設 立
資 本 金
従 業 員 数

株式会社バイテックホールディングス
東京都品川区東品川3丁目6番5号
1987年4月1日
52億4,423万円
連結576名
単体76名 

会社概要（2015年10月1日現在）

■大株主の状況（上位10名）

■株式分布状況

大株主名 持株比率
（％）

株式会社ケイエムエフ 26.43

みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託ソニー株008口 
再信託受託者 資産管理サービス信託銀行株式会社

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

4.98

バイテック従業員持株会

9.10

株式会社みずほ銀行（常任代理人 資産管理サービス信託銀行株式会社）

株式会社三菱東京UFJ銀行

3.42

株式会社三井住友銀行

2.30

2.23

キヤノン電子株式会社

2.21

持株数
（千株）
3,800

717

1,308

492

330

321

2.23321

2.31332

318

資産管理サービス信託銀行株式会社（信託E口） 2.19314
※当社は自己株式を382,507株を保有しておりますが、上記の大株主からは除いております。

発行可能株式総数 ……………………………………
発行済株式の総数 ……………………………………
株主数 …………………………………………………………

28,200,000株
14,376,358株

3,721名

個人 その他／28.27％

金融機関・証券会社／
32.57％

その他法人・外国法人／36.50％

自己株式／2.66％

500単元未満／29.64％

500単元以上／6.67％

1,000単元以上／23.17％

5,000単元以上／40.52％

所有者別
株式分布状況

所有株数別
株式分布状況

株主の状況（2015年9月末現在）

1. 株主様の住所変更その他各種お手続につきましては、 原則としてお取

引きをされている証券会社等でのお取り扱いとなります。

2. 特別口座の株式に関するお手続につきましては、みずほ信託銀行での

お取り扱いとなります。株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行では

お取り扱いできませんので、ご注意ください。

3. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払い

いたします。



株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のご理解とご支援を賜り、誠にありがたく厚くお礼申し上げます。
当社グループは、「デバイスビジネスと環境エネルギービジネスを通じて、豊かで暮らしやすい生活と地球にやさ
しい未来を創造する」という経営理念のもと、従来のエレクトロニクス商社から、商材・技術・情報を活用してビジ
ネスをコーディネートする新たな機能を備えた価値創造商社の実現を目指しております。 

秋田県大館市にて計画を進めております、第１号の植物工
場では、リーフレタスの栽培を行い、生産量は、県内最大規
模となる年間２6０トン１日１万株を予定しております。
さらに大館市での植物工場ノウハウをチェーン展開し、日
本各地で植物工場を計画予定。
低カリウムレタス、結球型レタスなど、他との差別化をはか
り、完全密閉型工場で、付加価値の高い、安定したレタスの
生産を目指してまいります。

当社グループ会社ＶＳＥでは、V-Lowマルチメディア放送
を活用したモビリティ向け専用デジタルラジオチャンネ
ルの受信機開発および販売に向けた取り組みを開始い
たします。
本チャンネルは株式会社エフエム東京が推進する
V-Lowマルチメディア放送を活用し、株式会社アマネク・
テレマティクスデザインが放送と通信、位置情報（GPS）
とビッグデータを融合した日本初のモビリティ向け専用
デジタルラジオチャンネルとして開設するものです。
当社はこのビジネスを機に車載、デジタルサイネージ分
野等の業務拡大を進めるとともに地方自治体との防災・
減災あるいは地方創生への取り組み推進、IoTビジネス
分野への参入に取り組んでまいります。

当社は、２０１５年１０月１日付で「株式会社バイテックホールディングス」に商号変更し、持株会社体制に移行いた
しました。
これを機に、さらなる発展を目指し、新たな事業領域への参入にチャレンジし、社会の発展に貢献してまいります。
今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。 植物工場 アマネク社

●食品レベルの低生菌数を実現 ●多種多様な野菜の周年供給が可能 
●栄養価が高く歩留りが良い　  ●すべての商品が無農薬栽培

植物工場のメリット

植物工場の
チェーン展開

植物工場のネットワーク化

野菜販売
会社

■管理、配送・生産システムのIoT化
■物流会社との提携
■全国主拠点を結ぶ効率的な輸送体制
■ストック倉庫を活用した顧客への迅速な対応 走っている場所に合った情報を流す

野菜・果物・苗
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バイテック
ファーム大館

★

他社
連携工場
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当第2四半期の連結業績推移

トピックス

当第2四半期の業績について

株主の皆様へ

（第2四半期）
（第2四半期） （第2四半期）

1. デ バ イ ス 事 業：車載向け半導体、パソコン向けCPUおよびアクセサリ製品、スマートフォン向け指紋センサやカメラモジュール用センサが好調
2. 環境エネルギー事業：メガソーラー竣工増加による発電収入、太陽光発電関連製品販売、グループ新電力会社での電力販売が寄与

2016年3月期第2四半期

売上高

経常利益

純利益

1株当たり純利益

73,390百万円

1,043百万円

633百万円

46円33銭

2016年3月期予想

売上高

経常利益

純利益

1株当たり純利益

145,000百万円

2,500百万円

1,700百万円

124円41銭

代表取締役会長兼社長 今野　

（前年同期比 23.0％　　）

（前年同期比 20.1％　　）

（前年同期比 51.4％　　）

（前年同期比 36.8％　　）

（前年対比 21.1％　　）

（前年対比 19.3％　　）

（前年対比 24.5％　　）

（前年対比 22.2％　　）

配当金の状況
1株当たり配当金（円 銭）

中間
2014年3月期

17.00
25.00 25.00（予想）

15.00 15.00
18.00

30.00
35.00

50.00（予想）
2015年3月期
2016年3月期

合計期末

15分間隔で
交互に更新する
気象や交通情報

海や山といった
現在地や、渋滞
など走行状況に
合った音楽

災害時にも
途切れない
緊急情報

現在地周辺の
飲食店などの
割引クーポン

～V-Lowマルチメディア放送事業参画～
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